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2016年5月2日 

 

 

 

 

 

 

 

2016年3月期 
決算説明会 

 本資料に記載されている業績見通しは､将来の予測であって､リスクや不確定要素を含んだものです｡実際の業績は､経済情勢をはじめさまざまな要素により､ 

 これら業績見通しと異なる結果となりうることをご承知おきください｡          
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2016年3月期 決算の総括 

「売上収益」、「親会社の所有者に帰属する当期利益」は前年比  

「増収・増益」 
 

「売上収益」、「親会社の所有者に帰属する当期利益」 

  「受注高」、「受注残高」は過去最高。 

 

「営業利益」は前年比「減益」。 

   主に研究開発費や税制改正に伴う外形標準課税 

  など、費用の増加が要因。 
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2016年3月期 業績ハイライト （前年比）    

主な増減要因 

 
【売上収益】 
 携帯ｷｬﾘｱ、ﾒｶﾞﾊﾞﾝｸ、製造向けや、 
 海外事業会社のｻｰﾋﾞｽﾌﾟﾛﾊﾞｲﾀﾞ向け 
  で増加。 
 

【売上総利益】 
 増収や不採算案件減少も 
  売上総利益率の低下により 
 前年比横ばい。 

 

【その他の収益及び費用】 
 研究開発費等の販売管理費増加 
 及び、為替差益の減少によりその他の 
 収益が減少。 

 

【営業利益】 
 その他の収益及び費用の増加により 
 減益。 
 

【受注高】 
 ﾒｶﾞﾊﾞﾝｸ、ｶｰﾄﾞ、商社向けが増加。 
 

【受注残高】 
 ｺﾝﾋﾞﾆ、不動産向けが増加。 

（億円）

増減率

売 上 収 益 3,819 3,916 +96 +2.5%

売 上 総 利 益 912 915 +2 +0.3%

（売上総利益率） (23.9%) (23.4%) (▲0.5p)

そ の 他 の 収 益 及 び 費 用 ▲619 ▲635 ▲16 +2.7%

営 業 利 益 293 279 ▲13 -4.8%

（営業利益率） (7.7%) (7.1%) (▲0.6p)

当 期 利 益 176 181 +4 +2.8%

親 会 社 の 所 有 者 に
帰 属 す る 当 期 利 益 174 180 +6 +3.5%

受 注 高 3,880 3,983 +102 +2.6%

受 注 残 高 2,016 2,083 +67 +3.3%

前年比2014年度
実績

2015年度
実績



5 

Copyright©2016 ITOCHU Techno-Solutions Corporation  

-5- 

（参考）2016年3月期 Q4業績ハイライト（前年同期比）    

主な増減要因 

 
【売上収益】 
 携帯ｷｬﾘｱ、製造向けなどで増収。 
 
 

【売上総利益】 
 増収による増益。 
 
 

【その他の収益及び費用】 
 人件費などの販売管理費が減少。 
 
 

【営業利益】 
 売上総利益の増加、その他の収益及び 
 費用の減少により増益。 
 
 

【受注高】 
 携帯ｷｬﾘｱ、ﾒｶﾞﾊﾞﾝｸ、公共向けが 
 増加。 

（億円）

増減率

売 上 収 益 1,261 1,398 +137 +10.9%

売 上 総 利 益 309 339 +30 +9.7%

（売上総利益率） (24.6%) (24.3%) (▲0.3p)

そ の 他 の 収 益 及 び 費 用 ▲170 ▲159 +10 -6.3%

営 業 利 益 139 180 +40 +29.2%

（営業利益率） (11.1%) (12.9%) (+1.8p)

親 会 社 の 所 有 者 に
帰属す る四 半期 利益 78 117 +39 +50.4%

受 注 高 1,402 1,481 +79 +5.7%

受 注 残 高 2,016 2,083 +67 +3.3%

2014年度
Q4　実績

2015年度
Q4　実績

前年同期比
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主な増減要因 

 
【売上収益】 
 概ね業績予想並み。 
 
 

【売上総利益】 
 不採算案件減少も、不採算を除く 
 売上総利益率の低下により減益。 
 
 

【その他の収益及び費用】 
 概ね業績予想並み。 
 
 

【営業利益】 
 売上総利益の減少により減益。 
 
 

【受注高】 
 概ね業績予想並み。 

-6- 

2016年3月期 業績ハイライト （業績予想比）    

（億円）

増減率

売 上 収 益 3,900 3,916 +16 +0.4%

売 上 総 利 益 936 915 ▲20 -2.2%

（売上総利益率） (24.0%) (23.4%) (▲0.6p)

そ の 他 の 収 益 及 び 費 用 ▲641 ▲635 +5 -0.8%

営 業 利 益 295 279 ▲15 -5.3%

（営業利益率） (7.6%) (7.1%) (▲0.5p)

親 会 社 の 所 有 者 に
帰 属 す る 当 期 利 益 180 180 +0 +0.1%

受 注 高 4,000 3,983 ▲16 -0.4%

受 注 残 高 2,116 2,083 ▲32 -1.5%

業績予想比2015年度
業績予想
（5/1発表）

2015年度
実績
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事業グループ別実績 

 受注高   売上収益   受注残高  

情報通信    
（▲26億円） 

ｴﾝﾀｰﾌﾟﾗｲｽﾞ  
（+0億円） 

金融・社会 
（+86億円） 

その他    
（+16億円） 

流通 
（+25億円） 

3,983億円 

情報通信    
（+111億円） 

ｴﾝﾀｰﾌﾟﾗｲｽﾞ  
（+74億円） 

金融・社会 
（▲43億円） 

その他  
（+39億円） 

流通 
（▲85億円） 

3,880億円 

情報通信    
（▲34億円） 

ｴﾝﾀｰﾌﾟﾗｲｽﾞ  
（+0億円） 

金融・社会 
（▲11億円） 

その他    
（+17億円） 

流通 
（+96億円） 

3,916億円 3,819億円 
2,083億円 

2,016億円 

2014年度 2015年度 2014年度 2015年度 2014年度末 2015年度末 
-7- 

 情報通信 ： 受注は携帯ｷｬﾘｱ向けﾈｯﾄﾜｰｸが減少。売上は携帯ｷｬﾘｱ向けﾈｯﾄﾜｰｸを中心に増加。 

 金融・社会ｲﾝﾌﾗ ： 受注はﾒｶﾞﾊﾞﾝｸ向け開発やｶｰﾄﾞ向けｻｰﾋﾞｽなどが増加。売上は公益分野向けが減少。                 

 ｴﾝﾀｰﾌﾟﾗｲｽﾞ ： 受注は横這い。売上は運輸向けｻｰﾋﾞｽや製造向けｲﾝﾌﾗ構築などが増加。 

 流  通 ： 受注は商社向け開発、不動産向けｻｰﾋﾞｽなどが増加。 

           売上はｺﾝﾋﾞﾆ向け店舗ｼｽﾃﾑや食品卸向け開発などが減少。 

 そ の 他 ： 受注は海外事業会社のｻｰﾋﾞｽﾌﾟﾛﾊﾞｲﾀﾞ向けｲﾝﾌﾗ構築が増加。 

        売上は上記に加え、海外事業会社の金融向け製品ﾋﾞｼﾞﾈｽが増加。 

（億円） （億円） 

544 510 

582 570 

507 506 

282 379 
99 116 

0 

500 

1,000 

1,500 

2,000 

2,500 

1,324 1,435 

720 677 

675 750 

552 466 

546 586 

1,428 1,401 

577 664 

749 750 

537 563 

586 603 

0 

500 

1,000 

1,500 

2,000 

2,500 

3,000 

3,500 

4,000 
情通通信の 
海外案件 

20億を含む 

情通通信の 
海外案件 

20億を含む 
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ビジネスモデル別実績  

ｻｰﾋﾞｽ  ：受注は携帯ｷｬﾘｱ向けﾈｯﾄﾜｰｸ設置・構築や、海外事業会社の製品保守が減少。 

        売上は公益分野向けの製品保守・ｼｽﾃﾑ運用、運輸向けｻｰﾋﾞｽ案件などが増加。 

開発・SI：受注はﾒｶﾞﾊﾞﾝｸ、商社、ｺﾝﾋﾞﾆ向け開発などが増加。 

        売上は概ね前年並み。 

製品   ：受注・売上共に携帯ｷｬﾘｱ向けﾈｯﾄﾜｰｸ、海外事業会社のｻｰﾋﾞｽﾌﾟﾛﾊﾞｲﾀﾞ向けｲﾝﾌﾗや 

       金融向けｻｰﾊﾞなどが増加。 

製品 開発・SI サービス 

 受注高   売上収益   受注残高  
（億円） （億円） 

1,639 1,614 

752 826 

1,489 1,542 

0 

500 

1,000 

1,500 

2,000 

2,500 

3,000 

3,500 

4,000 

1,532 1,563 

157 207 
326 312 

0 

500 

1,000 

1,500 

2,000 

2,500 

1,550 1,583 

790 776 

1,478 1,556 

2014年度 2015年度 2014年度 2015年度 2014年度末 2015年度末 

(42.2%) (40.5%) 

(38.4%) (38.8%) 

(20.7%) (19.4%) 

(38.7%) 

(20.7%) 

(40.6%) (40.4%) 

(19.8%) 

(39.8%) 

▲24億円 

+74億円 

+53億円 +77億円 

▲13億円 

+32億円 

3,983億円 3,880億円 3,916億円 

2,016億円 

3,819億円 

2,083億円 

+50億円 

+30億円 

▲13億円 
(16.2%) 

(7.8%) 

(76.0%) (75.0%) 

(10.0%) 

(15.0%) 
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営業利益増減要因 （前年比） 

2014年度 
実績 

売上収益変動 
によるｲﾝﾊﾟｸﾄ 

売総率変動 
によるｲﾝﾊﾟｸﾄ 

不採算案件 
増減 

その他の収益及び費用 
増減 

2015年度 
実績 

▲16 
▲35 +23 

（億円） 

売上総利益増加 +2億円 

293 +14 
279 

0 

50 

100 

150 

200 

250 

300 

350 

【売上収益の増加による増益】 
3,819億 ⇒ 3,916億 

 （+96億） 
 

＜ﾓﾃﾞﾙ別＞ 
 ｻｰﾋﾞｽ   1,550億 ⇒ 1,583億 
 開発     790億 ⇒  776億 
 製品   1,478億 ⇒ 1,556億 

【不採算案件 改善】 
▲20億 ⇒▲5億 

【売総率 低下】 
24.4％ ⇒ 23.5％ 
※不採算案件除く 【その他の収益及び費用 増加】 

▲619億 ⇒ ▲635億 
（▲16億） 
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（参考） 開発・SI売上高と不採算案件 

-10- 

開発・SI売上高に対する不採算案件発生比率は大幅低下 

790 776 

20 5 

2.5% 

0.6% 

0.0% 

1.0% 

2.0% 

3.0% 

0 

300 

600 

900 

1,200 

2014年度 2015年度 

（億円） 開発・SI売上高 不採算額 不採算案件発生率 
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（参考） その他の収益及び費用について 

-11- 

（億円） 

2014年度 2015年度

実績 実績

人 件 費 ▲369 ▲370 +0

委託社員受入費 ▲58 ▲57 +0

減 価 償 却 費 ▲29 ▲28 +1

そ の 他 ▲166 ▲177 ▲11
研究開発費　▲7億
租税公課　　 ▲3億

▲625 ▲634 ▲9

12 4 ▲7 為替差益    ▲8億

▲6 ▲5 +0

▲619 ▲635 ▲16

主な要因

その他の収益及び費用 計

そ の 他 の 収 益 計

そ の 他 の 費 用 計

販売費及び一般管理費 計

前年比
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（参考） 財政状態／キャッシュ・フロー 

＜主な増減＞ 
■流動資産 
   現金及び現金同等物         ▲52億   
    預け金                                    ＋49億 
   前払費用                 ＋32億 
         

■非流動資産の主な増減 
   投資有価証券             ＋34億  
  

■流動負債 
   営業債務及びその他の債務    ▲24億 
 

■非流動負債 
   長期金融負債             ▲20億   
   

■資本 
   利益剰余金             ＋111億 

＜主な増減＞ 
■フリー・キャッシュ・フロー（FCF） 
 ①営業活動によるキャッシュ・フロー 
  税引前利益の減少           ▲15億       
  法人所得税の支払額          ▲13億 
              

 ②投資活動によるキャッシュ・フロー 
  固定資産、投資有価証券の取得 
  による支出                ▲93億         
  預け金の純増減額             ＋94億  
             

■財務活動によるキャッシュ・フロー  
  自己株式取得による支出の減少    ＋49億  

■連結財政状態計算書 （単位：億円）

2014
年度末

2015
年度末

増減額

流　動　資　産 2,272 2,290 +17

非 流 動 資 産 754 789 +34

3,027 3,079 +51

流　動　負　債 1,109 1,085 ▲23

非 流 動 負 債 188 163 ▲25

1,298 1,248 ▲49

1,729 1,830 +101

3,027 3,079 +51

■連結キャッシュ・フロー計算書 （単位：億円）

2014年度 2015年度 増減額

550 501 ▲49

258 218 ▲39

▲ 173 ▲ 181 ▲8

▲ 135 ▲ 84 +51

501 448 ▲52

84 36 ▲48フリー・キャッシュ・フロー

負　債　資　本　合　計

資　産　合　計

負　債　合　計

資　本　合　計

　投資活動によるキャッシュ・フロー

　財務活動によるキャッシュ・フロー

現金及び現金同等物の期首残高

現金及び現金同等物の期末残高

　営業活動によるキャッシュ・フロー
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(計画)

中期経営計画の位置づけ 
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売上 

親会社の所有者に      
帰属する当期利益 

2010-12年度   
中期経営計画 

2013-14年度   
中期経営計画 

2015-17年度   
中期経営計画 

◆成長領域への戦略投資   
◆CTC独自の付加価値力強化
◆グループ総合力向上 

◆強みの領域の更なる強化 
◆最新・最適の技術開拓と   
◆アジアへの展開       
◆総合力と経営体制強化 

  【3つのシフト】            
◆「サービス型」へのシフト    
◆「総合力」経営へのシフト    
◆成長「投資」へのシフト 

2つの5,000 

※2010年～2013年度は日本基準、2014年以降はIFRS基準。 

〈目指すべき姿〉 

ﾘｰﾃﾞｨﾝｸﾞｶﾝﾊﾟ
ﾆｰとして、IT産業
の進化を担う 

（億円） 

（億円） 
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目指す姿とテーマ （再掲） 
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 「 ２つの5,000 」 

成長 

収益力 

資本効率 

企業価値 

売上 

営業利益 

5,000億円 

400億円（営利率8%） 

ROE 10%超 

2017年度目標 

時価総額 5,000億円超 
（早期に実現） 

参考目標 

ビジョン（目指す姿） 

リーディング・カンパニーとして、IT産業の進化を担う 

コミットメント 
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「2つの 5,000」を達成するために （再掲） 
 

-16- 

３つのシフトを支える経営基盤の強化 

「サービス型」へのシフト １ 
サービス型ビジネスの比率を50%超に 

「総合力」経営へのシフト ２ 
セグメントの枠を超える総合力を発揮 

成長「投資」へのシフト ３ 
人、技術、事業への投資を強力に推進 

重点テーマ ： 「３つのシフト」 
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「サービス型」 
へのシフト  1 

「総合力」経営
へのシフト 2 

成長「投資」  
へのシフト 3 

 ◆ クラウド、セキュリティサービスを拡大 

 ◆ 製品保守からシステム保守・運用へ 

 ◆ セグメントを超えた協業プロジェクトを拡大 

 ◆ 大型グローバル案件を獲得 

 ◆ 新クラウドサービスに投資 

 ◆ 先進技術、イノベーション分野に投資 

重点テーマ「３つのシフト」レビュー （1年目を終えて） 
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（参考） クラウド売上推移 

45 

69 

112 

165 

+53% 

+62% 

+48% 

（億円） 

プライベート 

パブリッククラウド （SaaS） 

パブリッククラウド （IaaS/PaaS） 
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（参考）基幹系特化型クラウドサービス「CUVICｍｃ２」 

実使用量ベース 
の従量課金 

性能保証 
(パフォーマンスSLA含む) 

高セキュリティ& 
コンプライアンス 

新クラウドサービス <CUVICmc2> 3つの特徴 

Virtustream CTC SAP Japan × × 
信頼性とｾｷｭﾘﾃｨを強化し、基幹ｼｽﾃﾑに特化したIaaS 

■ 既に本番環境にて稼働開始 

■ 3社にて採用決定 
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EP 流通 

EP 
ITｻｰﾋﾞｽ 

× 

× 
EP × 

航空運輸向けプライベートクラウド 
開発プロジェクト 

自動車向け大規模インフラ構築 
プロジェクト 

不動産仲介会社検索サイト 
クラウド化プロジェクト 

各事業グループが持つ「強み」を生かした、協業プロジェクトが拡大中 

CTCｱﾒﾘｶ × サービスプロバイダ（米国拠点） 
向けOCPによるDC基盤構築 

情通 金融社会 

流通 

（参考）セグメントを超えた協業プロジェクト例 

IT 
ｻｰﾋﾞｽ 

情通 

ITｻｰﾋﾞｽ CTCF 

CTCT 
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2015.  6.18    ＣＴＣ、OpenStack Foundationに加盟しクラウドビジネスを強化 

2015.  7.30    ＣＴＣ、IBM Watsonエコシステムプログラムに参加 

2015.  9.14    ＣＴＣ、IBM Bluemix Challenge 2015[一般部門]で最優秀賞獲得 

2015.  9.24    出張ハッカソンで企業のビジネス創出を支援する「CTC Agilemix」提供開始 

2015.10.  9    ＣＴＣ、SAPジャパン、Virtustream共同で基幹系特化型クラウドサービス開始                      

2015.10.26  米Solinea社と協業しOpenStackビジネスを強化  

2015.11.16  ウォーターセルのアグリノートと連携する農産物の輸出支援サービスを開発 

2015.12.  1    ＣＴＣ、フラッシュストレージ導入の効果測定サービスを開始  

2016. 3. 7  ＣＴＣ、村田製作所、ＮＴＴデータ先端技術が共同でOpen Compute Project 

           に準拠したラックシステムを開発  

（参考）新クラウドサービスへの投資、先進技術、ｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝ 
     分野への投資に関するプレスリリース（一部抜粋） 
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Ⅰ 
2016年3月期  

決算概況 

2016年3月期～2018年3月期 

中期経営計画の進捗 

2017年3月期 

経営方針/業績予想 Ⅲ 

Ⅱ 
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・ 国内IT市場は、企業業績の改善などを背景に金融、製造、 

・ 小売、運輸、サービス業などで堅調なIT支出が見込まれ、 

・ 全体として成長基調が続く。  
  

・ ASEAN4か国（※）は、一部に若干の減速感はあるものの、 

・ 引き続き高い成長が続く。 

CTCグループを取り巻く環境 

ＩＴ市場 
動向 

マクロ 
環境 

※ インドネシア、タイ、シンガポール、マレーシア 

・ 世界経済の成長は、中国の成長鈍化や原油価格の下落、 

・ 先進国の緩慢な景気回復などが影響し、ややスローダウン。 

 

・ 国内経済は、緩やかな回復基調が続くも、海外発・金融 

・ 市場発の下振れリスクや消費税増税の行方に警戒が必要。 
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2017年3月期 経営方針 

  
  
  

 
 

 

 

 

 

 

 中期経営計画達成に向けた 
「3つのシフトの加速」と「経営基盤の更なる強化」 

起 

結 

15年度 17年度 

中期 
経営計画 
の達成 

転 
承 

16年度 
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   ◆ 新「総合力」 経営 
 

   ◆ 「新サービス」 離陸 
 

   ◆ 「M&A」 推進     

2017年3月期 経営方針 

承 
更に強化 
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2017年3月期 経営方針 

  
  
  

 
 

 

 

 

 

 
   ◆ 「地方創生」 体制始動 
 

   ◆ 「先進技術」 実戦投入 
 

   ◆ 「グローバル」 第2フェーズ     

転 
新たな取組み 
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 ◆ 「不採算コントロール」 継続 
 

 ◆ 「働き方」 改革 
 

 ◆ 「株主還元」 強化 

経営基盤の更なる強化 

2017年3月期 経営方針 
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2017年3月期 業績予想 

【売上収益】 
 流通・ｴﾝﾀｰﾌﾟﾗｲｽﾞ、金融・社会 
 ｲﾝﾌﾗを中心に増加 
 
【売上総利益】 
 増収及び売上総利益率の改善 
 により増益 
 
【その他の収益及び費用】 
 先行布石や経営基盤強化のための 
 費用により、販売管理費が増加 
 
【営業利益・親会社の所有者に 
 帰属する当期利益】 
 増収及び売上総利益率の改善 
 などにより増益 
 
【受注高】 
 公共・広域、金融・社会ｲﾝﾌﾗを 
 中心に増加 
 

主な増減要因（予想） 

（億円） 

増減率（％）

売 上 収 益 3,916 4,000 +83 +2.1%

売 上 総 利 益 915 960 +44 +4.9%

（売上総利益率） (23.4%) (24.0%) (+0.6p)

そ の 他 の 収 益 及 び 費 用 ▲635 ▲660 ▲24 +3.8%

営 業 利 益 279 300 +20 +7.4%

（営業利益率） (7.1%) (7.5%) (+0.4p)

親 会 社 の 所 有 者 に
帰 属 す る 当 期 利 益 180 195 +14 +8.2%

受 注 高 3,983 4,100 +116 +2.9%

受 注 残 高 2,083 2,183 +100 +4.8%

前年比2015年度
実績

2016年度
計画
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（参考） 営業利益増減要因（前年比） 

2015年度 
実績 

売上収益変動 
によるｲﾝﾊﾟｸﾄ 

その他の収益及び費用 
増減 

2016年度 
計画 

（億円） 【売総率 改善】 
23.4％ ⇒ 24.0％ 

売上総利益増加 +44億 

0 

50 

100 

150 

200 

250 

300 

350 

売総率変動効果 

▲24 +25 
+19 279 

300 

【その他の収益及び費用 増加】 

▲635億 ⇒ ▲660億 
（▲24億） 

【売上収益の増加による増益】 
3,916億 ⇒ 4,000億 

 （+83億）   
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（参考） 2016年度 事業グループ組織改編 

     
 

 

 

  

     
 

     
 

      
 

     
 

       
 

      
 

       
 

組織改編の
目的 

流通・ｴﾝﾀｰ 
ﾌﾟﾗｲｽﾞ 
995億 

公共・広域 
 

375億 

改
編
前 

改
編
後 

事
業 

グ
ル
ー
プ 

15
年
度 

売
上 

情報通信 
 

1,446億 

金融・ 
社会ｲﾝﾌﾗ 

512億 

事
業 

グ
ル
ー
プ 

15
年
度 

売
上 

情報通信 
 

1,435億 

金融・ 
社会ｲﾝﾌﾗ 

677億 

ｴﾝﾀｰ 
ﾌﾟﾗｲｽﾞ 
750億 

流通 
466億 
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事業グループ別 2016年度の注力ポイント 

流通・ 
ｴﾝﾀｰ 
ﾌﾟﾗｲｽﾞ 

 ◆ 自動車、商社、コンビニ、航空運輸向け大型案件 

 ◆ セキュリティビジネス強化 

情報通信 

 ◆ OCP、SDN/NFV案件の展開 

 ◆ 次世代通信網（4.xG/5G）への対応強化 

 ◆ ネットワーク技術を全社展開 

公共･広域 

 ◆ 地域ニーズに沿った案件 

 ◆ 電力・ガス自由化への対応 

 ◆ 公共・自治体向けセキュリティビジネス 
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事業グループ別 2016年度の注力ポイント 

金融･社会 
ｲﾝﾌﾗ 

ITｻｰﾋﾞｽ 

 ◆ CUVICmc2：新クラウドサービス開始 

 ◆ セキュリティサービス継続強化 

 ◆ データセンター稼働向上 

 ◆ 製品保守からシステム保守・運用へ 

 ◆ カード系基幹システムの機能強化 

 ◆ 公益向けアプリ開発やセキュリティビジネス 

 ◆ クラウド／BPOサービス案件 
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（参考） 財政状態／キャッシュ・フロー 
■連結財政状態計算書 （単位：億円）

2015年度末 2016年度末 増減額

流　動　資　産 2,290 2,393 +103

非 流 動 資 産 789 802 +13

3,079 3,195 +116

流　動　負　債 1,085 1,112 +26

非 流 動 負 債 163 146 ▲17

1,248 1,258 +9

1,830 1,937 +107

3,079 3,196 +117

■連結キャッシュ・フロー計算書 （単位：億円）

2015年度 2016年度 増減額

501 448 ▲52

218 300 +82

▲ 181 ▲ 98 +83

▲ 84 ▲ 95 ▲11

448 555 +106

36 202 +165

資　産　合　計

負　債　合　計

資　本　合　計

負　債　資　本　合　計

現金及び現金同等物の期首残高

　営業活動によるキャッシュ・フロー

　投資活動によるキャッシュ・フロー

フリー・キャッシュ・フロー

　財務活動によるキャッシュ・フロー

現金及び現金同等物の期末残高
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株主還元予定 

※総還元率 = （自己株式取得総額 + 配当総額） ÷ 当期純利益  

安定的かつ業績連動を意識した配当を実施。（配当性向40%を目安） 

 ・ 2015年度：通期配当 70円を予定 ⇒ 配当性向 44.9％ 
 ・ 2016年度：通期配当 75円を予定 ⇒ 配当性向 44.5％ 

一株当たり利益 一株当たり配当金 連結配当性向 総還元率 

ＩＦＲＳ 日本基準                     
 

¥116.35 
¥99.61 ¥97.31 ¥90.24 

¥108.54 

¥134.27 
¥120.00 

¥148.79 ¥155.85 
¥168.66 

¥40.0 ¥40.0 ¥42.5 ¥45.0 ¥47.5 ¥52.5 ¥55.0 ¥60.0 
¥70.0 ¥75.0 

34.4% 
40.2% 

43.7% 

49.9% 
43.8% 

39.1% 

45.8% 

40.3% 

44.9% 

66.6% 

78.3% 
93.3% 80.8% 

70.2% 

63.4% 

68.9% 

44.5% 

-70% 

-50% 

-30% 

-10% 

10% 

30% 

50% 

70% 

90% 

¥0 

¥100 

¥200 

¥300 

2007 年度 2008 年度 2009 年度 2010 年度 2011 年度 2012 年度 2013 年度 2014 年度 2015 年度 
（予想） 

2016 年度 
（予想） 
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